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【はじめに】  

 本書は、平成20年３月期（平成19年４月～平成20年３月）における当社の会社概要、営

業の状況及び経理の状況について記載したものです。 

 

【主な記載項目について】 

１．会社の概況 

 「会社の沿革」  当社の設立から現在までの沿革を記載しています。 

 「会社の目的」  定款に記載された当社の目的を記載しています。 

 「事業の内容」  当社の経営組織、事業の内容について記載しています。 
 「財務の概要」  平成19年３月期における資本金、純資産額、営業収益、経常利益等

          の主要な財務指標について記載しています。 

 「主要株主名」  所有株式数の多い株主10名の氏名、所有株式数等を記載しています。

 「役員の状況」  当社の役員の氏名、主要略歴等を記載しています。 

 「従業員の状況」  当社の社員数、登録外務員数等を記載しています。 

  

２．営業の状況    

 「営業方針」      当社の営業方針、企業の特色等について記載しています。 
 「当社及び当業界   内外の経済状況、商品先物取引業界の動向等について記載してい 

    を取巻く環境」  ます。 
 「営業の経過及び  当社の平成18年度における業績について記載しています。 

    成果」 

 「対処すべき課題」 当社が対応すべき今後の課題等について記載しています。 

 「受託業務管理規則」当社が受託業務の適切な遂行のために定めている社内管理規則を

           記載しています。 

 

３．経理の状況 

 「財務比率」 

  (a) 純資産額規制比率 
            純資産額(＊) 
                                   × 100 

                        リスク額(＊) 

   （＊「純資産額」とは、商品取引所法第211条第４項において準用する同法第99条第

   ７項に基づく商品取引所法施行規則（以下、「施行規則」という。）第38条の規定

   により算出したものです。また、「リスク額」には、商品市場における自己の計算



   による取引であって、決済を結了していないものについての価格変動等により発生

   し得る危険に対応する額（「市場リスク」という。）と、商品市場における取引の

   相手方の契約不履行等により発生し得る危険に対応する額（「取引先リスク」とい

   う。）とがあり、同法第211条第１項に基づく施行規則第99条の規定により算出した

   ものです。） 

    「純資産額規制比率」とは、純資産額の、商品市場において行う取引につき生ず

   る相場の変動その他の理由により発生し得る危険に対応する額として施行規則で定

   めるところにより算出した額に対する比率であり、これが高いほどリスクに対する

   余裕があるといえます。 

    (b) 純資産額資本金比率 
                          純資産額(＊) 
                                     × 100 

                         資本金額 

      （＊「純資産額」とは、商品取引所法第211条第4項以外において準用する同法第99

   条第7項に基づく施行規則第38条の規定により算出したもので、上記(a)の純資産額

   とは計算が異なります。） 

        資本金に対する純資産の割合をみるもので、比率が高いほど経営が安定している

   と言えます。 

  (c) 自己資本資本金比率 
                        自己資本 
                                     × 100 

                         資本金額 

       資本金に対する取崩し可能な資本を含む自己資本の割合をみるもので、比率が高

   いほど経営が安定していると言えます。 

    (d) 自己資本比率 
                          自己資本 
                                     × 100 

                          総資産額 

        総資産に占める自己資本の割合をみるもので、比率が高いほど経営が安定してい

   ると言えます。 

    (e) 修正自己資本比率 
             自己資本 
                                        × 100 

                   総資産額（＊） 

      （＊「総資産額」とは、委託者に係る㈱日本商品清算機構又は商品取引所への預託

   金額と預託必要額のいずれか小さい金額及び委託者債権の保全制度に基づいて拘束



   されている資産の額を除いたものです。） 

     上記の方法で算出された総資産額は実質的に事業資金として使用できないことか

   ら、これらの預託額を控除した総資産に占める自己資本の割合をみたものです。 

    (f) 負債比率 
                        負債合計額 
                                     × 100 

                        純資産額（＊） 

      （＊「純資産額」とは、商品取引所法第211条第４項以外において準用する同法第 

   99条第７項に基づく施行規則第38条の規定により算出したもので、上記（a）の純 

      資産額とは計算が異なります。） 

    純資産と負債合計を対比したもので、比率が低いほど長期的な支払能力の安定性

   が高いと言えます。 

    (g) 流動比率 
                        流動資産額 
                                     × 100 

                        流動負債額 

        短期間に支払期限の到来する流動負債と短期間に現金化する可能性のある流動資

   産を対比させたもので、比率が高いほど短期的な支払能力の安定性が高いと言えま

   す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．会社の概況 

 

① 会社名等 

   商品取引員名             大 起 産 業 株 式 会 社 

    代 表 者 名             代表取締役社長    新井 紀夫 

      所 在 地             名古屋市中区錦二丁目２番13号 

      電 話 番 号             ０５２－２０１－６３１１（代） 

 

②  会社の沿革 

    当社は、昭和25年８月、大起証券株式会社（その後合併により、内外証券株式会社と

 なり、現在は東海東京証券株式会社）の関連会社（現在は関係解消）として設立発足。

その後、商号を大起産業株式会社とし、現在に至っています。  
 

   年 月                     概         要 

 昭和25年８月 

 

 昭和26年12月 

 昭和27年２月 

 昭和38年３月 

 昭和45年２月 

 昭和45年５月 

 昭和46年１月 

 

 昭和51年１月 

 昭和52年１月 

 昭和54年10月 

 昭和56年３月 

 昭和57年２月 

 昭和57年12月 

 栄不動産株式会社として、名古屋市中区南伊勢町１丁目５番地に会社

 設立。資本金 500万円。 

 商号を大起産業株式会社に変更し同時に事業目的も変更する。 

 名古屋繊維取引所会員加入。仲買人登録し受託業務を開始する。 

 本店を現在地に移転。 

 名古屋穀物商品取引所会員加入。 

 資本金 3,000万円に増資。 

 商品取引所法改正に基づき名古屋繊維取引所商品取引員として改めて

 許可される。 

 金沢支店開設。 

 名古屋穀物商品取引所取引員として許可される。 

 松本支店開設。 

 静岡支店開設。東京繊維商品取引所会員加入。 

 東京金取引所会員加入。 

 大阪穀物取引所、大阪砂糖取引所、大阪三品取引所、大阪化学繊維取

  



 

 昭和58年１月 

 昭和59年４月 

 昭和59年６月 

 昭和59年10月 

 

 昭和59年10月 

 昭和60年３月 

 昭和62年11月 

 平成２年12月 

 平成３年８月 

 平成３年８月 

 平成３年９月 

 平成４年１月 

 平成５年10月 

 平成６年７月 

 平成７年10月 

 平成７年10月 

 平成８年１月 

 平成８年４月 

 平成８年10月 

 平成９年１月 

 平成９年３月 

 平成９年４月 

 平成９年10月 

 平成10年４月 

 平成11年２月 

 引所の各商品取引員として許可される。 

 大阪支店、倉敷支店、高知支店、京都支店開設。 

 東京穀物商品取引所会員加入。 

 資本金 9,800万円に増資。 

 東京穀物商品取引所商品取引員として許可される。大阪繊維取引所商

 品取引員。 

 東京支店開設。 

 新潟支店、宇都宮支店開設。京都支店、静岡支店廃止。 

 東京工業品取引所商品取引員（綿糸・毛糸市場）として許可される。

 資本金３億 5,000万円に増資。 

 神戸ゴム取引所会員加入。 

 資本金５億 3,000万円に増資。 

 東京工業品取引所貴金属市場商品取引員として許可される。 

 ニュ－ヨ－ク事務所開設。 

 関西農産商品取引所商品取引員。 

 資本金６億 3,000万円に増資。 

 米国法人 ＤＡＩＫＩ ＦＵＴＵＲＥＳ ＩＮＣ．設立。 

 商品投資販売業の許可を受ける。 

 研修所（フュ－チャ－ズ・トレ－ニング・センタ－）開設。 

 神戸ゴム取引所商品取引員として許可される。 

 中部商品取引所商品取引員。 

 東京工業品取引所アルミニウム市場会員加入。 

 高知支店、宇都宮支店廃止。 

 関西商品取引所商品取引員。 

 大阪商品取引所商品取引員。 

 関西商品取引所農産物・飼料指数市場会員加入。 

 東京工業品取引所毛糸市場会員脱退。(上場廃止のため) 

 

 
 



 平成11年３月 

 

 平成11年６月 

 平成12年１月 

 平成12年１月 

 平成12年３月 

 平成12年８月 

 平成13年３月 

 平成13年３月 

 平成15年９月 

 平成15年10月 

 平成16年１月 

 平成16年６月 

 平成17年４月 

 平成17年９月 

 

 平成17年11月 

 

 

 平成17年12月 

 中部商品取引所及び大阪商品取引所のステープルファイバー糸市場会

 員脱退。(上場廃止のため) 

 東京工業品取引所石油市場商品取引員許可。 

 中部商品取引所石油市場商品取引員許可。 

 中部商品取引所毛糸市場会員脱退。(上場廃止のため) 

 大阪商品取引所毛糸市場会員脱退。(上場廃止のため) 

 東京工業品取引所綿糸市場会員脱退。(上場廃止のため) 

 中部商品取引所砂糖市場会員脱退。(上場廃止のため) 

 中部商品取引所綿糸市場会員脱退。(上場廃止のため) 

 東京工業品取引所ゴム市場商品取引員許可。 

 大阪商品取引所、関西商品取引所脱退。 

 中部商品取引所脱退。 

 岡山支店開設(倉敷支店を岡山市に移転し名称変更)。 

 改正商品取引所法に基づき改めて商品取引受託業務の許可をされる。

 金沢、松本、岡山、新潟の各支店の名称をそれぞれインフォメーショ

 ンセンターに改称。 

 情報セキュリティーマネジメントシステムISMS認証基準(Ver.2.0)お

 よびBS7799:PART2:2002の認証取得(業務管理センター及びホームトレー

ド部における商品先物取引に係る受託業務) 

 品質マネジメントシステムISO9001:2000およびJISQ9001:2000の認証

 取得(本社における商品先物取引に係る受託業務) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③ 会社の目的 

    １．(1) 棉花、綿糸、綿布、その他の綿製品

    (2) 乾繭、生糸、及び絹製品

    (3) 羊毛、毛糸、及び毛製品

    (4) 人造繊維、ステ－プルファイバ－糸、及びその製品

    (5) 合成繊維、及びその製品

    (6) 農産物 

        (7) 砂糖

    (8) ゴム、及びゴム製品 

    (9) 金、銀、白金、パラジウム及びそれらの製品 

    (10)銅、鉛、すず、亜鉛、ニッケル、アルミ、水銀及びそれらの製品 

    (11)木材、合板、及びそれらの製品

    (12)原油及び石油製品 

      の売買 

  ２．前項各種商品の売買の媒介、取次ぎ又は代理並びに輸出入業務

  ３．商品取引所法に基づく各商品取引所の上場商品および上場商品指数の売買並びに

    取引の受託業務 

    ４．商品投資販売業および商品投資顧問業

  ５．外国為替取引業

    ６．証券仲介業

  ７．ホテル、旅館の運営管理

    ８．前各項に附帯する業務 

      

    (注)上記のうち    線部分の事業は、現在行っておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 



④ 事業の内容 

 

 (1) 経営組織 (平成20年３月31日現在) 

 

   当社の経営組織は、次のとおりです。 
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 (注)Ｉ Ｃ ＝ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 

     H・T部＝ﾎｰﾑﾄﾚｰﾄﾞ部 

 

 

 

 

 



(2) 業務の内容 

     (a)  主たる業務 

        イ．商品市場における取引の受託業務 

            当社は、商品取引所法第190条第１項に基づき、農林水産大臣及び経済産業大

          臣より商品取引受託業務の許可を得た商品取引員であり、下記の商品市場の受 

         託会員として、当該商品市場における取引の受託業務を行っております。      

        （許可番号：農林水産省「指令１７総合第３４号」、経済産業省「平成１７・   

         ０４・０５商第３号」） 
 
 
  

        市場名 
 
 
  取引所名 

 農 
 産 
 物 

 貴
 金
 属

 石
 
 油

 ゴ
 
 ム

 
       上 場 商 品 名 

 東京穀物商品取引所  ○     一般大豆、NON-GMO大豆 
 小豆、とうもろこし、大豆ﾐｰﾙ 
 大豆ｵﾌﾟｼｮﾝ、とうもろこしオプション 
 ｱﾗﾋﾞｶｺｰﾋｰ、ﾛﾌﾞｽﾀｺｰﾋｰ 
野菜、生糸

 

 東京工業品取引所   ○
 ○  

 ○

 金、銀、白金、ﾊﾟﾗｼﾞｳﾑ 
 ガソリン、灯油、原油、軽油 
 ゴム(RSS3号) 

 

 
 

    ロ・商品市場における取引を行う業務 

            自己の計算において商品市場における取引を行う業務であります。自己売買

     業務は上記イに掲げた商品市場において行っております。 

     (b)  従たる業務 

              該当事項はありません。 

 

 

 

 

 

 



⑤
 

 営業所の状況 

   店舗の名称         所       在       地     電話番号 

   本     社 
 
   東 京 支 店 
 
   大 阪 支 店 
 
   金沢インフォメーション 
            センター 
   松本インフォメーション 
            センター 
   岡山インフォメーション 
            センター 
   新潟インフォメーション 
            センター 
   ﾆｭ-ﾖ-ｸ事務所 

   愛知県名古屋市中区錦二丁目２番13号 
 
   東京都中央区日本橋室町四丁目１番21号 
 
   大阪府大阪市中央区城見一丁目２番27号 
 
   石川県金沢市高岡町１番33号 
 
   長野県松本市大手三丁目４番３号 
 
   岡山県岡山市本町６番36号 
 
   新潟県新潟市中央区万代一丁目１番１号 
 
   420 Lexington Avenue,Suite 2360, 
   New York,NY,10170,USA 

  052-201-6311 
 
  03-3242-9811 
 
  06-6949-5991 
 
  076-223-1681 
 
  0263-36-2561 
 
  086-225-8201 
 
  025-241-6221 
 
  212-279-7105 

 
  

⑥
 

 財務の概要（平成20年３月決算期） 

  (a) 資本金                                 ６３０，０００千円 
 
  (b) 純資産額  ＊1                      １，８０４，８７８千円 
 
  (c) 総資産額                           ４，５５４，３９３千円 
 
  (d) 営業収益                           １，６５４，７０９千円 
    （うち、受取委託手数料）           （２，２０１，４７９千円） 
 
  (e) 経常損失                                ６０，５４８千円 
 
  (f) 当期純損失                            １１５，６７９千円 

 
 ＊１ 純資産額は、商品取引所法第211条第４項以外において準用する同法第99条第７項

   に基づく商品取引所法施行規則（以下、「施行規則」という。）第38条の規定により

     算出しております。 

 

⑦ 発行済株式総数 

  発行済株式の総数    ９，０６８，１５０株  （平成20年３月31日現在） 

    （注） 当社の株式は、非上場であり、かつ店頭登録もしておりません。 

 

 

 

 



⑧
 

 主要株主名（上位10名） 

 
   氏名又は名称 

 
      住      所 

 所  有 
 
 株式数 

  発行済株式総数 
  に対する所有株 
  式数の割合 

 
 
  新 井 紀 夫 
 
  大栄産業（株） 
 
  従業員持株会 
 
  加 藤 正 治 
 
 （株）三清社 
 
 （株）東亜製作所 
 
  木之村 啓二郎 
 
  余 語 ミ サ 
 
  安 部 益 美 
 
 （株）ト－ユ－ 

 
 
   愛知県愛知郡東郷町 
 
   愛知県名古屋市中村区 
 
  愛知県名古屋市中区 
 
  大阪府池田市 
 
  愛知県名古屋市中村区 
 
  愛知県名古屋市緑区 
 
  愛知県一宮市 
 
  愛知県名古屋市千種区 
 
   東京都練馬区 
 
  愛知県名古屋市千種区 

   千株 
 
 1,706 
 
 1,475 
 
   736 
 
  544 
 
  540 
 
  430 
 
  290 
 
  279 
 
   235 
 
  229 

              ％ 
 
           18.8 
 
           16.2 
 
            8.1 
 
            6.0 
 
            5.9 
 
            4.7 
 
            3.2 
 
            3.0 
 
            2.6 
 
            2.5 

      計   6,468            71.3 
 
 
⑨  役員の状況 

   役 名 及 び 職 名         氏   名 (生年月日)    所有株式数 

  代表取締役 会長兼社長 
 
  代表取締役 副会長 
 
  取 締 役 大阪支店長 
 
  取 締 役 管理本部長 
 
  取 締 役 東京支店長 
 
  取 締 役（非常勤） 
 
  取 締 役（非常勤） 
 
  監 査 役（常勤） 
 
  監 査 役（非常勤） 
 
  監 査 役（非常勤） 

     新 井 紀 夫 (昭和16年４月３日) 
 
     加 藤 正 治 (昭和25年５月20日) 
 
     柿 本 勘 一 (昭和27年10月31日) 
 
     田 中 弘 晃 (昭和26年８月18日) 
 
     坂 井 田 隆 弘 (昭和30年11月27日) 
 
     岡 本 藤 太 (昭和７年11月13日) 
 
     武 山 栄 造 (昭和９年１月29日) 
 
     安 部 益 美 (昭和25年３月４日) 
 
     早 川 範 廣 (昭和19年５月６日) 
 
     大 岡 洋 三 (昭和22年２月９日) 

     1,706 千株 
 
       544 
 
       110 
 
        57 
 
       100 
 
        84 
 
        10 
 
       235 
 
        10 
 
         - 

          計                10 名      2,859 千株 
 
 
  
 
 



（注）１．取締役、岡本藤太氏、武山栄造氏は、会社法第２条第15号に定める社外取締   
          役であります。  
   ２．監査役、早川範廣氏、大岡洋三氏は、会社法第２条第16号に定める社外監査 
     役であります。  
      ３．所有株式数の千株未満は切り捨ててあります。 

 

⑩
 

 従業員の状況 

    男 女 別    営業・非営業   
  総   計 

   男     女   営 業    非営業 

  従 業 員 数     122 名    100 名    22 名     74 名      48 名

  平 均 年 齢     36.5 才    38.5 才   26.5 才   35.1 才    38.9 才

  平均勤続年数    11年2ｶ月   12年5ｶ月   5年1ｶ月   9年6ｶ月   13年3ｶ月

  外 務 員 数       94 名      92 名      2 名     73 名      21 名
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２． 営 業 の 状 況 

 ① 営業方針 

      当社は、企業理念の中に「限りなく多くのお客様参加により公正な価格を創造す 

  る」ために「お客様の信頼と満足を社員の活動の原点にする」と明示しております。 

   お客様に感動と満足を与える「お客様本位」の基本理念は、企業としての利潤追及

  の出発点であると同時に、経済社会の根幹を築くという社会的役割を果たすためのも

  のです。その企業理念の下、主力取扱い商品である農産物、石油製品、貴金属、ゴム

  等の需給動向や、これらの国際商品に多大な影響を与える為替をはじめ、あらゆる相

  場変動要因の分析等も充実させており、情報誌「スペキュレーション」や情報専門サ

  イト「アスミル」等により提供いたしております。 

   また、商品の価格差を統計学に応用した、リスクを集中させない商品であるハイブ

  リッド取引の開発をはじめ、取引手法も含めた情報収集や分析能力の向上に取り組む

  とともに、お客様のニーズにお応えしたインターネットによるホームトレードシステ

  ム「ギャラクシー」も運営しております。営業方法としては、資料送付等により、資

  産運用、投資等に関心のあるお客様に対し、対面営業を中心とした営業活動を行って

  おりますが、あまりアドバイス等は必要ないという方には、インターネット取引と対

  面営業を併用したネットアンドリアルというサービスも提供しております。 

      また、社員教育では、社内外の講師による、新入社員、中堅社員、管理職者等の階

  層別の集合研修やＯＪＴによる教育を計画的に実施し、取扱商品に関する専門知識や

  トータルアドバイザーとしての金融知識をはじめとして、コンプライアンスの徹底や

  適正な受託業務活動等、登録外務員としての実務のレベルアップを図っております。 

      新たにお取引をされるお客様には、取引相談室・管理担当者及び営業責任者の電話

  又は直接訪問により、商品先物取引に対する理解を十分深めていただくよう努力いた

  しております。また、あくまでも、取引の主体はお客様であり、営業社員は、お客様

  の良きアドバイザーであるとともに良きパートナーでなければならないということか

  ら、管理部門においては、「行き過ぎた営業が行われていないか」等の指導・監督機

  能を強化するため、本店及び東京支店に担当者を配置するとともに、お客様からの問

  い合わせや相談等に迅速に対応できるよう取引相談室も設けております。さらに、委

  託者の適正な取引環境を確保するため、本店に委託者審査委員会を設置し、適正な受

  託業務活動が行われるよう努めております。 

 

  



② 当社及び当業界を取巻く環境 

      当事業年度における日本の経済環境は、企業収益の改善や堅調な民間設備投資を背

  景に、緩やかな回復基調が続きました。しかしながら、原油や原材料価格の高騰や急

  激な円高の進行、さらにはサブプライムローンの影響など、企業を取り巻く環境は変

  化が激しく厳しいものとなりました。 

   商品取引業界におきましては、昨年に引き続き、取引所の基盤整備が進展し、東京

  穀物商品取引所では、平成19年６月より野菜が、10月には大豆ミールがそれぞれ立会

  休止となる一方、平成19年８月からは新板寄システムへの移行、平成20年１月からは

  アラビカコーヒー生豆、ロブスタコーヒー生豆、粗糖の３商品を新ザラバシステムへ

  と移行しました。また、東京工業品取引所におきましては、平成19年７月より金先物

  ミニ取引が開始され、平成20年１月からは、ロスカット制の導入や、取引時間が２時

  間延長され17時30分となり取引時間の24時間化の第一歩もスタートしました。 

     他方、商品取引員を取り巻く事業環境は、規制強化の影響を受け、出来高の減少、

  登録外務員の減少に歯止めが掛からず、昨年に引き続き、経営統合や取り次ぎ取引員

  への転換、規模の縮小、廃業等、業界の再編・整理統合が目立つ、厳しい経営環境と

  なりました。 

   期中を通してみますと、改正商品取引所法による勧誘規制や市場流動性の低下した

  中での国際商品価格の高騰の影響等により、総売買高(先物オプション含む)は、142, 

   141千枚(前年比16.5％減)と４年連続で前年度を下回りました。 

   商品別の構成比を見ますと、貴金属が42.9％、農産物が24.5％、石油が24.5％、ゴ

  ムが8.8％等となっております。 

 

 ③ 営業の経過及び成果 

    (1) 受取手数料部門 

        このような経営環境のもと、当社の開発した「ハイブリッド取引」「スウィーピ

   ングラウンドアップ」を解説した書籍の発行や、情報専門サイト「アスミル」等に

   よる情報サービスの提供を初め、ホームトレードシステム「ギャラクシー」のサー

   ビス充実にも努め、積極的な営業活動に取り組んでまいりました結果、当事業年度

   の業績は、総売買高 2,570千枚で前期比71.1％増となりましたので、受取手数料は

   22億１百万円と前期比46.1％増となりました。 

 

     



(2) 売買損益部門 

        ディーリング部門は、相場の乱高下の影響を受け、５億46百万円のマイナスとな

   りました。 

        以上の結果、当事業年度の営業収益は16億54百万円となり、営業費用も徹底した

   コスト削減に努めましたが売買高の増加に伴う取引所等関係費が増加したため前期

   比 2.4％増の17億20百万円となりましたので、営業外損益を加えた経常利益は60百

   万円のマイナスとなりました。また、特別損益も35百万円のマイナスとなりました

   ので税引前当期純損失は96百万円となり、税引後の当期純損失は１億15百円となり

   ました。 

    当事業年度における受取手数料及び売買損益は、次のとおりであります。 

 

 
 
   (a) 受取手数料                        （単位：千円） 

            期  別 
 
  商品市場名 

        第60期 
 （自 平成19年４月１日）
 （至 平成20年３月31日）

 商品先物取引 
   農産物 市場 
     貴金属 市場 
     石 油 市 場 
     ゴ ム 市 場 

 
               1,759,296 
                 370,296 
                  52,905 
                  18,983 

    小  計                2,201,479 

 オプション取引 
    農産物市場 
   金   市 場 

 
                       0 
                       0 

    小  計                        0 

 

    合  計                2,201,479 

 

 
          （注）１．消費税は含まれておりません。 

                ２．千円未満は四捨五入して表示しております。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 
   (b) 売買損益              （単位：千円） 

            期  別 
 
  商品市場名 

        第60期 
 （自 平成19年４月１日）
 （至 平成20年３月31日）

 商品先物取引 
   農産物 市場 
     貴金属 市場 
     石 油 市 場 
     ゴ ム 市 場 

 
          △ 61,011 
         △ 266,867 
          △ 221,552 
              2,660 

    小  計           △ 546,770 

 商品売買損益                       0 

      小  計                       0 

 

    合  計              △ 546,770 

 

 
          （注）１．商品先物取引の売買損益は、オプション取引に係る金額を含めて 

                  計算しております。 

                ２．消費税は含まれておりません。 

                ３．千円未満は四捨五入して表示しております。 

 

 
 
   (c) 売買高                                            （単位：枚） 

期  別 
         第60期 
   （自 平成19年４月１日） 
   （至 平成20年３月31日） 

商品市場名 内 訳    委 託    自 己    合 計 

 商品先物取引 
   農産物市場 
     貴金属市場 
     石油市場 
     ゴム市場 

 
 1,417,249 
   235,618 
   149,388 
    98,141 

 
   590,494 
    65,603 
    10,441 
     3,132 

 
 2,007,743 
   301,221 
   159,829 
   101,273 

 

    合  計  1,900,396    669,670  2,570,066 

 

 
          （注）  売買高にはオプション取引に係る売買高を含めております。また受 

         渡しによる決済数量は含まれておりません。 

  

 



④ 対処すべき課題 

       今後の経済情勢につきましては、引き続き緩やかな回復基調で推移するものと思

   われますが、米国経済の減速懸念や原油価格の高騰、為替レートの動向など、先行

   きは不透明感が強く、予断を許さない状況が続くものと予想されます。 

    商品取引業界におきましては、現在、商品先物市場のあり方について、主務省で

   検討が進められておりますが、特に重要な課題として、競争力の強化や委託者保護

   が大きく取り上げられております。そのため、今後は、市場の利便性の向上や市場

   構造の転換等による市場規模の拡大や、商品先物市場の社会的信用の向上等につい

   て取引所、関係団体、取引員等がそれぞれの立場で必要な取り組みを進めていくこ

   とが求められております。 

    このような状況の中にあって、当社としましては、早急に経営基盤の充実を図る

   ため、抜本的な組織改革を実施し、効果的な経営戦略を実行するとともに、新しい

   ビジネスモデルを構築することにより収益力の強化を図ってまいります。また、時

   代の要請に基づいた、コンプライアンス経営の徹底や受託業務の一層の適正化等を

   効率的に推し進め、全社を挙げて経営努力を重ねてまいる所存であります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑤受託業務管理規則 

 

（目 的） 

第１条 この規則は、当社の経営理念及び経営指針に基づき、受託業務の適正な運営及びそ

の管理に必要な事項について定める。 

 

（管理体制） 

第２条 本規則の適正な運用の確保を図るため、取締役管理本部長を総括管理責任者とする。 

２ 総括管理責任者の下に管理部を置き、責任者の管理部マネージャーは総括管理責任者

を補佐する。 

３ 管理部の下に取引相談室を置き、本店、東京支店、大阪支店にそれぞれ配置する。 

４ 営業部門の内部管理に係る統括管理を行うため、各本支店並びにインフォメーション

センターにそれぞれ統括管理責任者を置く。 

５ 統括管理責任者は、本支店長並びにセンター長とする。 

 

（総括管理責任者の職務） 

第３条 総括管理責任者の職務は次のとおりとする。 

   (1) 本規則の適正な運用に係る関係部署への指揮・指導 

  (2) 適合性原則に基づく受託の適否の審査 

  (3) 本規則の運用状況について取締役会への報告 

  (4) 本規則の違反者に対する社内制裁に係る意見具申 

  (5) その他本規則の適正な運用に必要と思われる事項 

 

（統括管理責任者の職務） 

第４条 統括管理責任者の職務は次のとおりとする。 

    (1) 「原則として不適当と認められる勧誘対象者」に該当しない者に対する適格性の

調査及び総括管理責任者に先立つ事前審査 

  (2) 委託者管理に係る取引状況の掌握及び営業部門に対する指導 

    (3) 登録外務員（以下「外務員」という）に対する法令諸規則等の遵守状況に係る監

視並びに取引内容に不適切な事実が認められた場合の適切な措置 

  (4) その他委託者の理解度を向上させるために必要と思われる事項 

 



 

（管理部マネージャー、管理部及び取引相談室の職務） 

第５条 管理部マネージャーの職務は次のとおりとする。 

  (1) 「原則として不適当と認められる勧誘対象者」の「例外の要件」に係る調査及び

総括管理責任者に先立つ事前審査 

    (2) 管理部、取引相談室の委託者管理業務の掌握及び指導 

    (3) 外務員に対する法令諸規則等の遵守状況に係る監視並びに取引内容に不適   

切な事実が認められた場合の適切な措置 

    (4) その他委託者管理業務の適正な運営に必要と思われる事項 

２ 管理部及び取引相談室の職務は次のとおりとする。 

    (1) 「顧客カード」の精査と整備・保管 

   (2) 訪問、電話連絡又はアンケート等による取引意思の確認、理解度等の調査 

  (3) 商品先物取引未経験者からの受託に係る保護育成措置 

    (4) 委託者の資産・収入状況、取引経験等からみて、不相応と判断される取引の抑制 

  (5) 委託者の売買状況の精査及び受託状況の把握 

  (6) 取引内容に異常な徴候が認められた場合の適切な措置 

  (7) 委託者からの相談・問い合わせ及び苦情・紛争に対する適切な措置 

  (8) 勧誘拒否者リストの作成とそれに係る社内周知の徹底 

  (9) その他、委託者の保護育成に必要と思われる事項 

 

（委託者審査委員会の設置） 

第６条 委託者の適正な取引環境を確保するため、取締役及び管理部を主体とした委託者

審査委員会を設置する。 

２ 委員会の招集及び開催に係る統括調整を行うため、委員長を本店に置く。 

３ 委員長及び委員は経営会議で選任され、社長がこれを任命する。 

 

（委託者審査委員会の職務） 

第７条 委託者審査委員会の職務は次のとおりとする。 

    (1) 商品先物取引未経験者の保護措置 

    (2) 適正な取引の維持・管理 

    (3) 大口委託者の管理状況の監視 

    (4) 不正資金の流入防止 



２ 前項の審査は別に定める「委託者審査要領」に則って行う。 

 

（商品先物取引不適格者の参入防止） 

第８条 次の各号に該当する「常に不適当と認められる勧誘対象者」に対しては、勧誘及

び受託は行わない。また、勧誘段階で該当することとなったときは、直ちに勧誘を中止

する。 

    (1) 未成年者、成年被後見人、被保佐人、被補助人、精神障害者、知的障害者及び認

知障害の認められる者 

  (2) 長期入院等随時連絡がとれない者 

  (3) 生活保護法による保護を受けている世帯に属する者 

    (4) 破産者で復権を得ない者 

  (5) 商品先物取引をするための借入の勧誘 

  (6) その他、商品先物取引を行う適格性に欠ける者 

２  次の各号に該当する「原則として不適当と認められる勧誘の対象者」に対しては、原

則として勧誘及び受託は行わない。 

  (1) 性格その他、自己責任原則に照らしても商品先物市場に参入するに相応しくない

と思われる者 

    (2) 年金、恩給、退職金、保険金等（以下「年金等」という）が収入全体の過半を占

めている者 

  (3) 年間500万円以上の収入を有しない者 

  (4) 75歳以上の高齢者 

  (5) 投資可能資金額を超える証拠金等を必要とする取引を行おうとする者 

３ 前項に掲げる者の内、自らが前項各号のいずれかに該当する者であることを理解した

上、次の各号に掲げる「例外の要件」を満たしていること等について、顧客本人の自書

により確認している旨の申告がある場合は、商品先物取引の理解度が十分であること、

及び各号に掲げる「例外の要件」を具備していることの確認を得た後、厳格な審査を経

て勧誘及び受託を認める。この場合の審査は、前項第１号乃至第４号に該当する者につ

いては、総括管理責任者が行い、同第５号に該当する者については委託者審査委員会が

行うものとする。 

  (1) 年金等により生計をたてている者、年間500万円以上の収入を有しない者等につい

ては、当該顧客が自己責任で申告した投資可能資金額の設定がなされ、その裏付け

となる資産を有していること。但し、裏付けとなる資産については、顧客本人しか



知り得ない具体的な資産情報を記載した申出書等の提出により証明を得ていること。 

  (2) 75歳以上の高齢者については、当該顧客が「直近の過去３年以内に延べ90日以上」 

を目安とした商品先物取引の経験のほか、商品先物取引を行うに相応しい十分な投

資経験（金融商品及び有価証券等の先物取引、株式の信用取引、外国為替証拠金取

引等）があると認められること、及び商品先物取引の仕組み・リスクその他説明を

受けた事項を的確かつ十分に理解していることが取引相談室の調査によって証明を

得ていること。 

  (3) 投資可能資金額を超える取引証拠金等を必要とする取引を行おうとする者につい

ては、当該顧客が新たに申告した投資可能資金額が損失をしても生活に支障のない

範囲で設定されていること、新たな投資可能資金額の裏付けとなる資産を有してい

ることについて、委託者審査委員会の直接訪問によって証明を得ていること。  

４ 委託者が、取引中において、本人の申告や家族の申出等により第１項各号の不適格者

に該当するとの疑念が生じたときは、総括管理責任者は管理部マネージャーに再調査を

指示し、その結果、適格性がないと判断した場合には、当該委託者に対して取引の抑制

又は中止を促し、新規の受託は行わない。 

５ 第１項及び第２項に該当しない者であっても、総括管理責任者が商品先物取引を行う

のに相応しくないと認めた者に対して勧誘及び受託は行わない。 

 

（適合性の審査） 

第９条 委託者の適合性の審査については、その知識、経験、財産の状況、受託契 約を

締結する目的に照らして不適当な勧誘及び受託とならないよう審査を行うも のであり、

担当外務員は、顧客が記入する「口座開設申込書」を用いて審査に必要な次の各号の属

性情報を収集し、それに基づいて顧客カードを作成する。なお、顧客から投資可能資金

額の申告を受ける際は、投資可能資金額とは損失となっても生活に支障のない範囲で取

引証拠金等として差入可能な資金総額であり、損失（評価損含む。）が発生した場合に

は投資可能資金額から控除する旨を理解できるように説明する。 

  (1) 氏名、住所、生年月日 

   (2) 家族構成、住居の形態 

   (3) 職業（役職・職務）、勤続年数等 

    (4) 収入、流動資産の状況、投資可能資金額 

    (5) 商品先物取引経験の有無及び経験内容 

    (6) その他の投資経験の有無及び経験内容 



    (7) 受託契約を締結する目的 

    (8) その他 

２ 統括管理責任者及び管理部マネージャーは、前項の属性情報が適正に収集されている

か管理し、再度の収集を担当外務員に指示するなど必要な措置を講ずることができる。 

３ 統括管理責任者は、第１項の属性情報に基づいて受託の適否の事前審査を行い、適合

性の備わっている委託者について審査結果及び所見を顧客カードに記録し、口座開設申

込書、顧客カード等の関係書類を総括管理責任者に提出して受託の適否の判断を求める。

但し、統括管理責任者が事前審査を行える委託者は、一定の職業に従事していて且つ一

定の収入（年収額 500万円以上）を有している28歳から65歳までの者とする。 

４ 管理部マネージャーは、前条第２項に定める者について前項と同様に事前審査を行い、

前項と同様に適合性の備わっている委託者について審査結果及び所見を顧客カードに記

録し、口座開設申込書、顧客カード等の関係書類を総括責任者に提出して受託の適否の

判断を求める。この場合、管理部マネージャーが必要と認めたときは、顧客の申告した

投資可能資金額の内容を精査してその額の範囲内で取引額を制限することができる。特

に、66歳以上75歳未満の高齢者についても、商品先物取引の仕組み、リスク等に関する

理解状況を確認し、老後の生活の備えとして蓄えた資産まで投資することのないように

注意を払うものとする。 

５ 総括管理責任者は、第２項の各規定により提出された関係資料及び審査結果について

精査し、受託の適否を判断して顧客カードにその根拠を記録する。但し、統括管理責任

者又は管理部マネージャーが行った事前審査の内容に疑義があるときは、事前審査のや

り直し等を指示することができる。 

６ 口座開設申込書及び顧客カードの原本は、すべてこれを本店管理部に備え付け、取引

終了５年間保存する。尚、委託者の属性情報等に変更があった場合は、その都度顧客カ

ードに記載する。 

７ 適合性に係る審査を終了した後でなければ、約諾書の差入、取引証拠金等の預託及び

取引注文の受託は行わないものとする。 

 

（勧誘行為） 

第10条 外務員は受託業務活動に際して次の各号の勧誘行為に留意しなければならない。 

  (1) 顧客から事前に具体的な指示又は承諾を受けることなく、顧客が迷惑を覚えるよ

うな時間帯（原則として午後９時から午前８時まで）に電話又は訪問による勧誘を

してはならない。 



    (2) 顧客の意思に反して、長時間に亘る勧誘をしてはならない。 

    (3) 顧客に対し、威迫し、困惑させ、又は不安の念を生じさせるような勧誘をしては

ならない。 

    (4) 顧客が迷惑であると表明した時間、場所、方法で勧誘してはならない。 

  (5) 顧客に対し面談約束の電話連絡等を行うときは、予め会社の商号、外務員名、商

品先物取引の勧誘である旨等を告知する。 

    (6) 顧客に対し、勧誘を行う場合は予めその旨の告知を行い、勧誘を受ける意思の有

無を確認する。 

    (7) 顧客より、委託を行わない旨又は勧誘を受けることを希望しない旨の意思表示が

なされたときは、直ちに勧誘を中止する。また、管理部マネージャーは、再度の勧

誘が行われないよう当該意思を表示した顧客に関する情報を社内に周知する。 

    (8) 勧誘に当たっては、商品先物取引の仕組み、リスク等を十分説明する。 

２ 前各号の勧誘行為を当社の勧誘方針として、本支店、センター等において顧客が見や

すいように供する他、インターネット媒体によってホームページへ掲載する。 

３ 外務員は、勧誘に際して行った告知内容及び勧誘を受ける旨の意思表示を確認した内

容等（顧客の氏名、住所、日時、場所、外務員名）を顧客カード等に記録する。 

 

（委託契約の際の説明義務と理解度の確認） 

第11条 委託の勧誘を受ける意思を表明した顧客に対しては、まず、「商品先物取引－委

託のガイド」等を交付して、対面若しくは電話又はインターネット等を介した方法で、

商品取引所法（以下「法」という。）第 217条第１項第１号から第３号に定める説明を

行い、次の各号について容易に理解できるよう留意し、十分理解した旨を『「委託のガ

イド」アンケート』を用いて確認しなければならない。 

    (1) 商品先物取引は、現物の取引とは異なり、（商品の種類や相場の動向にもよるが）

担保として預託しなければならない商品取引所法で定める取引証拠金等の10～30倍

程度の額の取引を行うものであり、相場の変動幅が小さくとも取引額全体では大き

な額の変動が生ずるハイリスク・ハイリターンの取引であること。 

    (2) 商品先物取引は、預託した取引証拠金等が相場の変動によって短期間に減損する

おそれがあり、預託した取引証拠金等の全額を上回る損失が生ずるおそれがあるこ

と。 

 

 



２ 前項の確認を得た後、法第 217条第１項第４号に基づく商品取引所法施行規則（以下

「施行規則」という。）第 104条に定める事項について説明を行い、次の各号について

容易に理解できるよう留意し、十分理解した旨を「商品先物取引の重要なポイント」及

び「受託業務管理規則の重要なポイント」を用いて確認しなければならない。 

    (1) 預託が求められる取引証拠金等の種類及びその発生する仕組み。 

    (2) 取引の損益に加えて委託手数料がかかること及び電子取引等を含む当社の手数料

体系に異なる部分があること。 

    (3) 法第 214条各号にかかげる不当な勧誘等の禁止事項について、その概要及び当該

行為が禁止されている趣旨を説明し、特に法第 214条第８号及び施行規則第103条第

２号に掲げる禁止行為については、当該行為が複雑で分かりにくいことから、顧客

が理解できるよう分かりやすく説明すること。 

３ 法第 218条第１項の「商品市場における取引に関する専門知識及び経験を有する者」

に該当しない顧客が、「説明は不要」との意思表示をした場合でも、当該顧客への説明

を行わずに委託契約をしてはならない。 

４ インターネットを介して説明を行う場合においても、前項の手順にて説明を行わなけ

ればならない。但し、この場合における「説明」とは、顧客がその操作する電子計算機

の画面上で表示される説明事項を読み、その内容を理解した上で署名する方法により理

解した旨の確認を得ることとする。 

 

（受託業務における禁止行為） 

第12条  商品先物取引の委託の勧誘及び受託に当たっては、利益が生ずることが確実であ

ると誤解させるべき「断定的判断の提供」をはじめ、商品取引所法、同施行規則、委託

者の保護に関するガイドライン、受託契約準則及び日本商品先物取引協会の自主規制規

則等に定める禁止事項をしてはならない。 

 

（取引意思の確認） 

第13条  委託者の取引等の意思の確認を次の各号により行う。 

    (1) 勧誘に当たっては、「商品先物取引－委託のガイド」の交付時のアンケート調査

によって確認する。 

    (2) 約諾書の差入に当たっては、口座開設申込書の内容により確認する。 

  (3) 新規の受託に当たっては、予め、第11条第２項に定める方法により確認する。ま

た、併せて取引相談室が電話連絡等により、委託者の個別の状況（知識、理解度、



適合性、取引姿勢等）について指導調査を行い、取引参加の意思についても確認す

る。 

    (4) 売買取引の受託に当たっては、担当外務員がその都度委託者の意思を確認する。 

 

（委託者の保護育成措置） 

第14条 当社は商品先物取引を行うに相応しい健全な委託者の育成を図るため、管理部に

おいて委託者ごとの売買取引状況調書を作成し、その取引内容を精査することにより適

切な委託者管理を行う。 

２  商品先物取引の経験（直近の過去３年以内に延べ90日以上の取引経験）がないと判断

される委託者については、取引開始から３ケ月間を「商品先物取引未経験者の保護措置

期間」と定め、次の各号による保護育成措置を講ずるものとする。 

  (1) 取引相談室は、取引開始後、取引の仕組み、リスクの重要なポイント及び損益の

計算方法等についてアンケート調査を行い、理解度の確認と習熟度の向上に努める。 

    (2) 当該期間内における取引数量限度額を委託者が申告した投資可能資金額の３分の

１までとする。但し、委託者自ら当該一定量を超える取引を希望する場合であって、

商品先物取引に習熟していると認められる場合に限り取引数量の制限を変更するこ

ととし、本制限措置が設けられていること及び前述の例外の要件を理解していると

ともに、自ら当該要件を満たすことを確認している旨の申告があり、委託者審査委

員会において、商品先物取引に習熟していると客観的に判断された場合に限り、当

該一定量の変更を認めることがある。 

    (3) 前号の但し書きにおいて、委託者の習熟に係る判断は、本条第２項第１号に定め

るアンケート等の回答内容によって確認する。 

 

（委託者との入出金に係る管理措置） 

第15条 当社は、委託者との間に係る入金及び出金は、原則として金融機関を介しての振

込により行うものとする。但し、やむを得ず現金の受渡しを行う必要がある場合につい

ては、総括管理責任者が委託者ごとにその必要性等について審査して判断する。 

２ 取引証拠金等を現金により受領する場合には、あらかじめ受領金額を記載した会社発

行の証拠金預り証の交付と同時に行うものとする。 

３ 外務員が委託者との間で現金の受渡しをしたときは、当該外務員以外の役職員が、当

該委託者に対し、受渡しの額、受渡しの日時、受渡しを担当した外務員の氏名等につい

て確認する。 



４ 現金の受渡しに当たっては、原則として複数の外務員で対応するものとする。但し、

やむを得ず一人の外務員で対応しなければならない場合には、あらかじめ営業部門のマ

ネージャー以上の責任者に承認を得ることとする。 

 

（取引本証拠金等） 

第16条 当社は、取扱い上場商品に係る取引本証拠金等の額を次に定めるとおりとする。 

 

     委託者の区分        取引本証拠金等の額 
  ① 取引開始後２ケ月以 

   内の委託者 

  取引所が定めた取引本証拠金基準額の1.5 

  倍相当額 

 

 

       委託者の区分        取引本証拠金等の額

  ② 商品先物取引の経験 

   のある委託者又は法人 

   委託者 

  ③ インターネット取引 

   を利用する委託者 
  ④ ハイブリッド取引及 

   びＳweepingＲoundupを 

   利用する委託者 

 

  ⑤ 上記①、②、③及び 

   ④以外の委託者 

  取引所が定めた取引本証拠金基準額と同額 
 

２  前項の取引本証拠金等の額は取締役会で定め、総括管理責任者がその内容について社

内に徹底するとともに、委託者にも周知し、その記録を３年間保存する。 

 

（広告・宣伝） 

第17条 受託業務の手段として、印刷物、マス媒体、宣伝用物品の頒布等による広告・宣

伝を行うときは、予め総括管理責任者の審査を必要とする。 

 

（違反者に対する懲戒） 

第18条 本規則に違反した者に対しては、就業規則第37条及び第38条の制裁及び懲戒に係

る規定を適用する。 



 

（日本商品先物取引協会への届出） 

第19条 本規則は、日本商品先物取引協会へ届け出る。これを変更したときも同様とする。 

 

（規則の改廃） 

第20条 本規則の改廃は取締役会の決議により決定する。 

 

 

 

附則 
  １ 平成元年11月27日施行 
 ２ 平成３年11月５日改訂 
 ３ 平成５年５月14日改訂 
 ４ 平成10年９月１日改訂 
 ５ 平成11年５月26日改訂 
 ６ 平成12年１月20日改訂 
  ７ 平成12年４月１日改訂 
 ８ 平成13年４月25日改訂 
 ９ 平成13年10月１日改訂 
 10 平成15年３月20日改訂 
 11 平成15年６月６日改訂 
 12 平成15年８月１日改訂 
 13 平成15年９月１日改訂 
 14 平成17年５月１日改訂 
 15 平成17年11月１日改訂 
 16 平成19年４月１日改訂 
  17  平成19年９月30日改訂 
  18  平成20年１月７日改訂 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



委 託 者 審 査 要 領 

大起産業株式会社 

 

（審査の目的） 

第１条 委託者の保護育成と受託業務の適正な運営の確保。 

２ 大口委託者（取引証拠金額３，０００万円以上）に係る売買情況の精査・分析と担当

 外務員に対する適切な助言。 

３ 以下に特定する委託者からの不正資金の流入防止。 

 (1) 銀行、農業・漁業等の協同組合、信用組合、信用金庫、郵便局などの金融機関で直

  接、間接に金銭、有価証券等の取扱いに係わる者 

  (2) 国・地方公共団体その他公益機関の金銭、有価証券等の取扱いに係わる者 

  (3) 民間企業等における金銭、有価証券等の取扱いに係わる者 

４ 前項の委託者が、委託契約を締結するときは、予め、自己の責任と判断で取引を行う

 旨を書面にて申し出ることを義務付ける。但し、投資可能資金額が５，０００万円を超

 える申し出については、たとえ金融資産の裏付けがある場合でも受け付けない。 

 

（審査の対象） 

第２条 委託者の商品先物取引に係る取引証拠金額等（預託合計額及び実質入金合計額）

 の以下の事項について、予め、その適否の審査を行う。 

 (1) 委託者が、自ら申告した投資可能資金額の増額を申し出てきたとき。 

 (2) 商品先物取引未経験の委託者が、保護措置期間内において「保護措置額」を超える 

    取引を申し出てきたとき。 

 (3) 委託者が、管理部マネージャーの規制した額を超える取引を申し出てきたとき。 

 (4) 前各号の審査により決定した額を増額するとき。 

 

（適用の除外） 

第３条 委託者の取引が次の各号に該当するときは、審査対象から除外する。 

 (1) 全ての建玉を決済したときに生じた不足金を入金するとき。 

 (2) 有価証券の評価額が増額したとき。 

 (3) 委託者が建玉維持のために投資可能資金額を超える証拠金を預託するとき。但し、

  委託者自らの意思で預託する旨を記載した自書を差し入れるものとする。 

  (4) 委託者が差引益金を投資可能資金額に加算するとき。但し、委託者自らの意思で預



  託する旨を記載した自書を差し入れるものとする。 

 

（審査の項目と手順等） 

第４条 担当外務員は、第２条に基づいて委託者から申し出があったときは、速やかに委

 託者の自書による申出書等を徴収して委員会に提出する。 

２ 前項の申請書等の提出があったときは、委託者審査委員が委託者と直接面談して以下

 の各属性情報の調査を行うとともに、委託者審査申請書を徴収して審査に諮るものとす

 る。 

 ① 収入・金融資産額・投資可能資金額 

 ② 家庭・職場環境 

 ③ 取引経験の有無と経験内容、購読新聞 

 ④ 知識、理解度、取引姿勢 

 ⑤ その他 

３ 審査は委員４名以上７名以内の参加を前提として、４名以上の賛成を必要とする。但

 し、第１条の３に該当する委託者に係る審査は委員全員が参加し、且つ全員の賛成を必

 要とする。尚、東京支店及び大阪支店を管轄する取締役は、自己の管轄する店舗の委託

 者に係る審査には参加することができない。 

４ 各委員が判断した適否の内容にバラツキが生じた場合は、委員長がこれを判断して決

 定する。 

５ 不正資金等の預託が判明したときは、審査対象から除外し、速やかに取引の中止を促

 す。 

 

（審査結果の措置） 

第５条 審査結果は、直ちに担当外務員を経て当該委託者に通知する。 

２ 審査結果が「否」であったにもかかわらず、投資可能資金額を超過した場合において

 は、担当外務員は超過金額を返還するための適切な措置をとらなければならない。 

３ 審査結果の記録の保存は５年間とする。 

 

（本要領の改廃） 

第６条 本要領の改廃については、経営会議の決議により決定する。 

 

 



附則 

 １ 平成10年10月１日施行 

 ２ 平成15年９月１日改訂 

 ３ 平成17年５月１日改訂 

 ４ 平成17年11月４日改訂 

 ５  平成19年８月６日改訂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑥
 

 外務員の登録状況 

   期  首 
 登録外務員数 

 新規登録数  登録抹消数   期  末 
 登録外務員数 

 

 
     99 名 

 
    17 名 

 
    22 名 

 
     94 名 

 

 
 

⑦
 

  委託者に関する事項 

   期  首 
 委 託 者 数 

  新規委託者数     期   末 
  委 託 者 数

 

 
    885 名 

 
     883 名 

 
     952 名 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



「⑧ 苦情、紛争、訴訟に関する事項」 

（a） 顧客等が提起したもの 
当該年度中の解決案件 当該年度中の未解決案件  

 
 
 
 

苦  情 
相互の話

合いによ

る解決 

紛  争 
紛争処理

期間での

解決 

訴  訟 
 
 
 

苦  情 
相互に話

合い中 
 

紛  争 
紛争処理

期間で処

理中 

訴  訟 
 
 
 

当該年度に新

規に発生した

案件の件数 
  ３１件 

１４件 ０件 ０件 ３件 ５件 ９件 

前年度から継

続している案

件の件数 
１９件 

０件 ３件 ６件 ２件 ０件 ８件 

合計５０件 １４件 ３件 ６件 ５件 ５件 １７件 

（注）１．苦情とは、受託等業務に関し、顧客等から当社に対して異議、不平、不満 
      等が表明され、又は紛争処理機関に相互の話合いによる解決の申出があった 

ものをいう。 

     ２．紛争とは、受託等業務に関し、顧客等の異議、不平、不満等に起因する当 
社と顧客との主張の相違や対立が具体化し、顧客等から紛争処理機関にあっ 
せん等の申出があったものをいう。 

     ３．紛争処理機関とは、日商協、商品取引所、主務大臣が指定する団体、消費 
者基本法又は弁護士法の規定によるあっせん機関等をいう。 

     ４．訴訟とは、裁判所に顧客等から提訴があったものをいう。 
     ５．一つの案件が苦情、紛争又は訴訟に重複して該当する場合には、最終時点 
      の状態を記載している。例えば、苦情申出後に紛争に移行した場合には、苦 
      情では記載せず紛争に記載し、苦情、紛争を経て訴訟に移行した場合は、苦 
      情、紛争では記載せず訴訟で記載している。 
     ６．（C）表に記載する事案はこの表の件数には含まない。 

 

 （b） 当社が提起したもの 
 

当該年度中の解決案件 当該年度中の未解決案件  
 
 紛  争 訴  訟 紛  争 訴  訟 
当該年度に新 
規に発生した 
案件の件数 
   １件 

０件 １件 ０件 ０件 

前年度から継 
続している案

件の件数 
   ０件 

０件 ０件 ０件 ０件 

合計１件 ０件 １件 ０件 ０件 

 
 
 
 
 
 
 

（注）（C）表に記載する事案はこの表の件数には含めない。 
 

 

 



（C） 双方が提起したもの 

 

当該年度中の解決案件 当該年度中の未解決案件  

 

 訴  訟 訴  訟 

当該年度に新 

規に発生した 

案件の件数 

１件 

 

０件 

※（０件） 

１件 

※（１件） 

前年度から継 

続している案 

件の件数 

   ３件 

２件 

※（２件） 

１件 

※（０件） 

合計 ４件 
２件 

※（２件） 

２件 

※（１件） 

（注）双方が提起したものとは、同一の事案について顧客及び当社がそ 

れぞれ相手方に対して訴訟（反訴を含む）を提起したものをいう。 

  ※ なお、（ ）内は自社が先に訴訟を提起した件数を記載している。 

 

（d） 値合金処理に関するもの 

   

当該年度中の解決案件 当該年度中の未解決案件  
 
 事務処理ミス システム障害 事務処理ミス システム障害 
当該年度に新 
規に発生した 
案件の件数 
   １件 

１件 ０件 ０件 ０件 

前年度から継 
続している案

件の件数 
   ０件 

０件 ０件 ０件 ０件 

合計１件 １件 ０件 ０件 ０件 
（注）１．事務処理ミスとは、委託者の注文の執行において、過失により事務処 

理を誤ることをいう。 

２．システム障害とは、電子情報処理組織の異常により、委託者の注文の 

執行を誤ることをいう。 

 

 平成１９年度中の判決 

 ○ 当社の元顧客が、適合性原則違反、断定的判断の提供等の当社の不法行為により

119,521,647 円の損害を被ったとする当社に対する損害賠償請求訴訟（平成１５年２月７日

提訴）について、平成１９年４月１０日、裁判所の勧告を受け入れて請求額の 35％相当額を

和解金として支払うことで和解した。 

 

 

 ○ 当社の元顧客が、適合性原則違反、無意味な反復売買等の当社の不法行為により18,575,090
円の損害を被ったとする当社に対する損害賠償請求訴訟（平成１８年９月２５日提訴）につ



いて、平成１９年７月１３日、裁判所の勧告を受け入れて請求額の 15％相当額を和解金とし

て支払うことで和解した。 

 ○ 当社が、元顧客に対して売買差損金 11,295,220 円の支払いを求めた未収金支払請求訴訟

（平成 17 年 1 月 20 日提訴）、また、元顧客から断定的判断の提供等の当社の不法行為によ

り 27,677,320 円の損害を被ったとする当社に対する反訴について、平成１９年７月１３日、

裁判所の勧告を双方が受け入れて、元顧客が売買差損金を全額支払うこと、また当社は請求

額の 45％相当額を支払うことで和解した。 
 ○ 当社が、元顧客に対して売買差損金 2,501,050 円の支払いを求めた未収金支払請求訴訟

（平成 18 年 11 月 8 日提訴）、また、元顧客から断定的判断の提供等の当社の不法行為によ

り 6,723,845 円の損害を被ったとする当社に対する反訴について、平成１９年８月６日、裁

判所の勧告を双方が受け入れて、元顧客が売買差損金のうち 110 万円を支払うことで和解し

た。 

 ○ 当社の元顧客が、断定的判断の提供、無意味な反復売買等の当社の不法行為により

34,453,050 円の損害を被ったとする当社に対する損害賠償請求訴訟（平成１８年１月１２日

提訴）について、平成１９年１０月２６日、裁判所は、当社に対して 12,266,620 円（請求額

の約 35％）及びこれに対する平成１５年１月１０日から支払い済みまで年 5分の割合による

金員の支払いを命ずる判決を下した。 
 ○ 当社の元顧客が、断定的判断の提供、無断売買等の当社の不法行為により 10,837,610 円の

損害を被ったとする当社に対する損害賠償請求訴訟（平成１７年８月８日提訴）について、

平成１９年１２月２８日、裁判所の勧告を受け入れて請求額の 45％相当額を和解金として支

払うことで和解した。 

 ○ 当社の元顧客が、断定的判断の提供、説明義務違反等の当社の不法行為により 11,107,547
円の損害を被ったとする当社に対する損害賠償請求訴訟（平成１９年３月８日提訴）につい

て、平成２０年１月２５日、裁判所の勧告を受け入れて請求額の 45％相当額を和解金として

支払うことで和解した。 

 ○ 当社の元顧客が、説明義務違反、実質的一任売買等の当社の不法行為により 13,897,983 円

の損害を被ったとする当社に対する損害賠償請求訴訟（平成１７年５月１７日提訴）につい

て、平成２０年２月２９日、裁判所の勧告を受け入れて請求額の 45％相当額を和解金として

支払うことで和解した。 

○ 当社が、元顧客に対して売買差損金 3,834,370 円の支払いを求めた未収金支払請求訴訟

（平成１９年９月１９日提訴）について、平成２０年３月２４日、裁判所の勧告を受けて、

元顧客が売買差損金全額の支払い義務があることを認めた上で一部免除の嘆願があり、元

顧客が 300 万円を支払うことで和解した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．経理の状況 

 

 ① 貸借対照表 

 

 ② 損益計算書 

 

 ③ 株主資本等変動計算書 

 

 ④ 個別注記表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金 額 金 額

2,959,506 2,478,925
2,127,212 100,000

31,427 50,000
1,393 2,264

163,684 2,182,546
41,421 32,000

517,123 112,115
37,500
39,743

207,979
1,594,886 198,702

924,733 9,277
建 物 231,347
構 築 物 7,083
車 両 9
器 具 及 び 備 品 10,020 62,610
土 地 676,271 62,610

31,145
ソ フ ト ウ エ ア 15,031 2,749,515
電 話 加 入 権 16,021
その他の無形固定資産 92 1,824,760

630,000
639,008 35,789

投 資 有 価 証 券 73,430 35,789
関 係 会 社 株 式 5,340 1,158,971
出 資 金 25,605 122,000
長 期 貸 付 金 4,191 1,036,971
長 期 前 払 費 用 37,792 別 途 積 立 金 1,440,000

長 期 差 入 保 証 金 382,909 繰 越 利 益 剰 余 金 △403,028

長 期 未 収 債 権 155,423
そ の 他 の 投 資 10,725 △19,882
貸 倒 引 当 金 △56,410 △19,882

1,804,878
4,554,393 4,554,393

貸借対照表
平成２０年３月３１日現在

（単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目

資 産 合 計

純 資 産 の 部

そ の 他 の 流 動 資 産

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

投 資 そ の 他 の 資 産

負 債 合 計

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

委 託 者 未 収 金

商 品

保 管 有 価 証 券

差 入 保 証 金

委 託 者 先 物 取 引 差 金

固 定 資 産

委 託 者 保 護 基 金 預 託 金

商 品 取 引 責 任 準 備 金

流 動 負 債

固 定 負 債

特 別 法 上 の 準 備 金

資 本 準 備 金

株 主 資 本

短 期 借 入 金

一 年 内 償 還 社 債

未 払 法 人 税 等

預 り 証 拠 金

賞 与 引 当 金

そ の 他 の 流 動 負 債

退 職 給 付 引 当 金

役 員 退 任 慰 労 引 当 金

科 目

純 資 産 合 計

負 債 純 資 産 合 計

利 益 準 備 金

そ の 他 利 益 剰 余 金

評 価 ・ 換 算 差 額 等

その他有価証券評価差額金

資 本 金

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受 取 手 数 料 2,201,479
売 買 損 益 △546,769 1,654,709

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,720,587 1,720,587
65,878

受 取 利 息 7,000
受 取 配 当 金 3,578
そ の 他 の 営 業 外 収 益 6,684 17,262

支 払 利 息 11,929
そ の 他 の 営 業 外 費 用 4 11,933

60,548

役 員 退 任 慰 労 引 当 金 戻 入 益 1,300
商 品 取 引 事 故 引 当 金 戻 入 益 60,826 62,126

商 品 取 引 責 任 準 備 金 繰 入 額 52,908
固 定 資 産 除 却 損 37
投 資 有 価 証 券 評 価 損 23,092
そ の 他 の 特 別 損 失 22,000 98,038

96,460
2,445

16,774 19,219
115,679

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

自　　平成１９年　４月　１日

損　 益 　計　 算　 書

至　　平成２０年　３月３１日

特 別 利 益

特 別 損 失

税 引 前 当 期 純 損 失

（単位：千円）

法 人 税 等 調 整 額

当 期 純 損 失

科 目 金 額

営 業 収 益

営 業 費 用

営 業 損 失

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

経 常 損 失

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　株主資本

株　主

資本金 資　本 資本剰 利　益 特　別 別　途 繰　越 利　益 資　本

準備金 余金合 準備金 償　却 積立金 利　益 剰余金 合　計

計　　 準備金 剰余金 合　計

平成19年3月31日残高 630,000 35,789 35,789 122,000 120 1,440,000 △287,470 1,274,650 1,940,439

事業年度中の変動額

　特別償却準備金の取崩 △120 120       -       -

　当期純損失 △115,679 △115,679 △115,679 

　株主資本以外の項目

  の事業年度中の変動

　額（純額）

事業年度中の変動額

合計       -       -       -       -       -       - △115,679 △115,679 △115,679 

平成20年3月31日残高 630,000 35,789 35,789 122,000 0 1,440,000 △403,028 1,158,971 1,824,760

平成19年3月31日残高

事業年度中の変動額

　特別償却準備金の取崩        -

　当期純損失

　株主資本以外の項目

　 の事業年度中の変動

　額（純額）

事業年度中の変動額

合計

平成20年3月31日残高

評価差額金　　　 合計　　　　　　　　　

株主資本等変動計算書

自 平成１９年４月　１日

至 平成２０年３月３１日

 （単位:千円）

△4,042 △4,042 

-115,679

利益剰余金資本剰余金

その他利益剰余金

純資産合計評価・換算差額等その他有価証券

評価・換算差額等

△19,882 1,804,878△19,882 

1,924,600△15,839 △15,839 

△119,721 △4,042 △4,042 

△4,042 

 

 

 

 

 

 

 



個 別 注 記 表 

 

【 重要な会計方針に関する注記 】 

 １．有価証券の評価基準及び評価方法 

        関係会社株式            移動平均法による原価法 

    その他有価証券 

     時価のあるもの    決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は

                全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均

                法により算定） 
           

時価のないもの    移動平均法による原価法 

 

 ２．デリバティブ取引の評価基準及び評価方法 
                                時価法 

 

 ３．棚卸資産の評価基準及び評価方法            
        商    品            移動平均法による原価法 

 

 ４．固定資産の減価償却の方法 

    (1) 有形固定資産            定率法 

                                ただし、平成10年４月１日以降取得した建物（建物附

                属設備を除く）については定額法 

                                なお、主な科目の耐用年数は次のとおりであります。 

                                  建 物      ８～47年 

                  構築物            10～30年 

                  器具及び備品     ４～20年 

  (2) 無形固定資産      定額法 
    (3) 長期前払費用            定額法 

 

 ５．引当金の計上基準 

   (1) 貸倒引当金              債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸

                倒実績率により、貸倒懸念債権等の特定の債権につい

                ては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計

                上しております。 



  (2) 賞与引当金       従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支

                給見込額のうち当期の負担額を計上しております。 

   (3) 退職給付引当金     従業員の退職金の支給に備えるため、当期末における

                退職給付債務の見込額（簡便法による期末自己都合要

                支給額の 100％）に基づき計上しております。 

   (4) 役員退任慰労引当金   役員の退任慰労金の支給に備えるため、内規に基づく 

                                期末要支給額を計上しております。 

  (5) 商品取引事故引当金      商品取引事故による損失に備えるため、商品取引所法

                第 221条の規定に基づく「商品取引責任準備金」の他、

                顧客よりの損害賠償請求に伴う損失見積額を計上して

                おります。なお、当事業年度末残高はありません。 

  (6) 商品取引責任準備金      商品取引事故の損失に備えるため商品取引所法第221 

                条規定に定めるところによる積立限度額を計上してお

                ります。なお、当事業年度より、商品取引責任準備金

                の積立方法が、事故実績率に基づく積立方法に変更さ

                れております。 

 

 ６．リース取引の処理方法   リース物件の所有権が借主に移転すると認められるも

                の以外のファイナンス・リース取引については、通常

                の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によってお

                ります。 

  

 ７．消費税等の会計処理      税抜方式によっております。 

 

【 会計方針の変更に関する注記 】 

 １．有形固定資産の減価償却の方法 

     法人税法の改正に伴い、当事業年度より、平成19年４月１日以降に取得した有形固

  定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。こ

  れに伴う損益への影響は軽微であります。 

 

     

 



（追加情報） 

   法人税法の改正に伴い、平成19年３月31日以前に取得した有形固定資産については、

  改正前の法人税法に基づく減価償却の方法の適用により、取得価額の５％に到達した

  事業年度の翌事業年度より、取得価額の５％相当額と備忘価額との差額を５年間にわ

  たり均等償却し、減価償却費に含めて計上しております。これに伴う損益への影響は

  軽微であります。 

 

【 貸借対照表に関する注記 】 

  １．担保に供している資産及び担保に係る債務 

    (1) 担保資産 

   （担保資産の内訳）  

     定期預金                         1,000,000 千円 

          建  物                          226,854  

     土  地                          670,809   

             計                                     1,897,663 

   （対応する債務の内訳） 

          商品取引所法第 179条第７項の規定に基づく    1,350,000  千円 

     銀行の預託の委託契約極度額に対する求償債務 

 

  (2) 預託資産 

        商品取引所法等関係法令により預託すべき取引証拠金の代用として、株式会社日

    本商品清算機構へ預託している資産は次のとおりであります。 

          保管有価証券                  163,319  千円 

          差入保証金                                    41,421  

          投資有価証券                                   38,070

              計                                       242,810 

 

  (3) 分離保管資産 

        商品取引所法第 210条の規定に基づき、日本商品委託者保護基金に分離保管しな

     ければならない保全対象財産は、18,563千円であります。 

        なお、同法施行規則第98条の規定に基づく、委託者資産保全措置額は150,000千 

    円であります。 



 ２．有形固定資産の減価償却累計額           319,736 千円 

 

  ３．関係会社に対する金銭債権及び債務                                  

          短期金銭債務                             24,510  千円   

 

 

【 損益計算書に関する注記 】 

  関係会社との取引高 

        営業取引以外の取引による取引高              8,683 千円 

 

【 株主資本等変動計算書に関する注記 】 

  発行済株式の種類及び総数 

      発 行 済 株 式 の 種 類     当事業年度末株式数  

        普 通 株 式        9,068,150 株 

 

 

【 税効果会計に関する注記 】 

   繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

     繰延税金資産 

       未払事業税                    1,701 千円 

       貸倒引当金                                       21,210 

       賞与引当金                                       12,940 

       退職給付引当金                                   80,355 

    役員退任慰労引当金                                3,751 

       商品取引責任準備金                               25,319 

       欠損金                                          139,326 

       投資有価証券                                      8,040 

       その他                                            6,776 

     繰延税金資産小計                                  299,422 

     評価性引当額                                   △ 299,422 

     繰延税金資産合計                                     － 

 

 



【 リースにより使用する固定資産に関する注記 】 

 １．当事業年度の末日におけるリース物件の               90,210 千円 
   取得価額相当額                                   

  

  ２．当事業年度の末日におけるリース物件の               52,204  千円 
      減価償却累計額相当額                             

 

 ３．当事業年度の末日におけるリース物件の               37,901  千円 
      未経過リース料相当額                               

 

【 退職給付に関する注記 】 

 １．採用している退職給付制度の概要 

      当社は、確定給付型の制度として退職一時金制度を設けております。 

  また、この他に複数事業主制度による総合設立型の厚生年金基金に加盟しております。 

 

 

 ２．退職給付債務及びその内訳（平成20年３月31日現在） 

    退職給付債務                                      198,702  千円 

      退職給付引当金                                    198,702 

 

 ３．退職給付費用の内訳 

      勤務費用                                           14,634  千円 

     掛金                                               46,564

    退職給付費用                                       61,198 

 

 ４．退職給付債務の計算方法 

   簡便法（期末時点の自己都合要支給額を退職給付債務とする方法）を採用しており

  ます。 

 

【 １株当たり情報に関する注記 】 

     １株当たり純資産額                                  199 円 03 銭 

     １株当たり当期純損失                                 12 円 76 銭 

 



⑤ 監査に関する事項 

  このディスクロージャー資料のうち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算

書、個別注記表については、会社法に基づき会計監査人の監査を受けております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑥
 

 財務比率 

諸   項   目 比 率 

 (a)純資産額規制比率［純資産額／リスク額×100］    322 % 

 (b)純資産額資本金比率［純資産額／資本金額×100］    281 % 

 (c)自己資本資本金比率［自己資本／資本金額×100］    286 % 

 (d)自己資本比率［自己資本／総資産額×100］     40 % 

 (e)修正自己資本比率［自己資本／総資産額×100］     42 % 

 (f)負債比率［負債合計額／純資産額×100］    152 % 

 (g)流動比率［流動資産額／流動負債額×100］    119 % 
 
 

 



２００８２００８２００８２００８年版年版年版年版    ディスクロージャーディスクロージャーディスクロージャーディスクロージャー資料資料資料資料    訂正訂正訂正訂正    

                              平成 20年 10月 20日 

                                                            大起産業株式会社 

 

 ディスクロージャー資料（２００８年版）「１．会社の概況 ⑥財務の概要（平成 20年３

月決算期）」のうち「（b）純資産額」について、記載に誤りがあったため訂正します。 

 

（下線を付した部分を訂正しています） 

以 上 

（a）資本金                      630,000千円 

（b）純資産額                    1,768,474千円 

（c）総資産額                    4,554,393千円 

（d）営業収益                    1,654,709千円 

  （うち、受取委託手数料）                       （2,201,479千円） 

（e）経常損失                      60,548千円 

（f）当期純損失                    115,679千円 
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